
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 電気電子工学科 

 

教科 工業 科目 
プログラミング

技術 
単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 「プログラミング技術」 （実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

プログラミングは人それぞれによって考え方が異なります。他人が考えたものを参考にするのは

よいのですが、必ず自分で考えてプログラムが作成できるよう主体的に取り組んでください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・コンピュータのプログラミングに関する基礎的な知識や技術を習得する。 

・実際のプログラミングをとおして、コンピュータによる問題処理の手順を理解し、自ら考えて

プログラムの作成ができる技術を身につける。 

・機械制御処理、ファイル処理、ネットワーク処理、グラフィック処理などの実際的な応用プロ

グラムによるプログラムの開発方法を体験的に学習し、実践的な態度を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

コンピュータを使用して問

題を解決するための処理手

順を理解している。文書化、

システムの開発手順、プロ

グラムの構造化、モジュー

ル化などの実践的な知識を

持ち、効率的な開発の技法

を理解している。また、コン

パイラなどの開発用ソフト

ウェアを適切に操作し、プ

ログラムを作成できる。 

基本的なアルゴリズムと処

理手順について実際にプロ

グラミングすることを通し

て理解し、実践的な能力を身

につけている。 

コンピュータによる問題処

理の手段としてのプログラ

ミングに興味・関心を持って

基本的なプログラミング言

語の知識を学習し、実際にプ

ログラムを開発する実践的

な態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発 

１ プログラム開発の手順 

 

２ プログラム開発環境 

a:処理方法を分析したうえで

どのような結果になるのか

を理解し、実際に処理を行

うための流れ図を作成でき

る。また、システム開発の手

順について理解するととも

に、文書化の重要性を理解

している。 

b:コンピュータ処理システム

がどのようにして開発され

るかを理解し、流れ図で処

理手順を表現することでき

る。 

c:コンピュータ処理システ 

ムに興味を持ち、システム

開発がどのように行われる

のかを理解しようとする意

欲を持ち、開発手順を学習

しようとする態度を身につ

けている。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
法Ⅰ

 

１ 基本的なプログラム 

 

２ プログラムの制御構造 

 

３ 配列ポインタ 

a:目的とする処理を行うため

の流れ図・ソースプログラ

ムを作成し、コンパイラを

用いて実行可能プログラム

を作成するための基本的な

知識と技術を理解してい

る。 

b:プログラムの実行制御の方

法など実際にプログラムを

作成するための方法を理解

している。 

c:プログラミング言語を積極

的に学習しようとする態度

を身につけている。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

後
期 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
法

Ⅱ
 

１ 関数 

 

２ 標準化とテスト技法 

a:プログラムを検査すること

ができ、目的どおりに処理

を行っているかを確認し、

バグがあればそれを取り除

くことができる。また、必要

な数学関数などを組み合わ

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

せて処理の目的を達成する

知識を持っている。 

b:複数の処理手順を考察で

き、問題に対する最適な処

理手順を選択する能力を身

につけている。 

c:処理の手順を考察しながら

正しく動作するプログラム

を完成させる粘り強い態度

を身につけている。 

 

 

 

提出ノート 

 

提出ノート 

 

応
用
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１ データ構造 

 

２ ファイル処理 

a:それぞれの応用分野の特徴

を把握し、応用分野に応じ

た処理手順でプログラムを

作成できる。また、プログラ

ムを動作させ適切な処理を

行っているかどうかを確認

することができる基本的な

知識と技術を持っている。 

b:実際的な応用分野（データ

構造、ファイル操作など）に

おける処理方法を理解して

いる。 

c:実際的な応用分野のプログ

ラミングに興味を持ち、学

習する態度を身につけてい

る。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

入
出
力
設
計 

１ ネットワークの利用 

 

２ 制御用 IC の活用 

 

３ グラフィック 

a:それぞれの応用分野の特徴

を把握し、応用分野に応じ

た処理手順でプログラムを

作成できる。また、コンピュ

ータネットワークシステム

について基本的な知識を習

得している。グラフィック

処理を行う基本的な数学的

知識を持っている。 

b:実際的な応用分野における

処理方法を理解している。 

c:実際的な応用分野（ネット

ワークの利用、制御用 IC の

活用、グラフィック処理な

ど）のプログラミングに興

味を持ち、学習する態度を

身につけている。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 

 


